
Covidien Japan（コヴィディエン ジャパン）は、外科用

手術関連製品、呼吸管理製品、シングルユース医療

機器、非イオン性ヨード造影剤、医薬品原料など、

高水準の製品群を日本市場に提供している。親会

社であるCovidien Ltd.（本社：米国）は、取扱製品

50,000種類、社員数43,000人、年商100億ドルの

グローバルヘルスケアカンパニーで、2007年7月に、

コングロマリットであるタイコ インターナショナルより

独立し、ニューヨーク証券取引所に上場を果たした。 

● 代表取締役社長／織畠 潤一 

● 本社／東京都世田谷区用賀4-10-2　 

http:// www.tycohealthcare.co.jp/ 

 

 

Covidien Japan 
 

医療機器、医薬品原料などを輸入および製造・販売

するCovidien Japanは、厚生労働省など関係省庁への

薬事許認可申請に必要な各種情報をデータベースで一

元管理し、ポータルシステムと組み合わせることで、煩雑

な業務の効率化とスピードアップを実現した。 
  

　
医
療
機
器
、医
薬
品
原
料
等
を
取
り
扱

う
際
に
必
要
な
薬
事
許
認
可
申
請
は
、製

品
や
資
材
の
情
報
な
ど
を
決
め
ら
れ
た
書

類
に
記
載
し
申
請
を
行
う
。C

ovidien 

Japan

で
は
、こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
の
情
報
が
複

数
の
社
内
シ
ス
テ
ム
に
分
散
し
て
い
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
必
要
な
情
報
を
そ

の
つ
ど
地
道
に
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

業
務
の
効
率
性
に
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

作
成
さ
れ
た
申
請
書
類
は
、社
内
に
分
散
さ

れ
た
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
や
担
当
者
の
パ
ソ
コ
ン

に
お
の
お
の
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、組
織

と
し
て
の
申
請
情
報
の
活
用

や
共
有
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。 

    

　
そ
こ
でC

ovidien Japan

は
、許
認
可

申
請
に
必
要
な
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、文
書
管
理
機
能

を
備
え
た
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
で
、ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考

慮
し
つ
つ
、チ
ー
ム
で
共
通
の
認
識
を
も
ち

な
が
ら
簡
単
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
に
し
た
。 

　
ま
た
、申
請
書
類
の
雛
形
や
申
請
済
み
の

紙
だ
け
の
書
類
な
ど
も
、申
請
の
種
類
や
用

途
に
応
じ
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
分
類
を
し
な
が

ら
管
理
が
で
き
る
よ
う
、同
様
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
進
め
て
い
る
。 

　C
ovidien Japan

は
、2
0
0
7
年
5
月

に
イ
ン
テ
ッ
ク
の
提
案
を
受
け
、ユ
ー
ザ
主
体

の
運
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、業
務
担
当
者

が
日
常
利
用
す
るM

icrosoft O
ffice

と
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
が
容
易
に
実
現
で
き
る

こ
と
、そ
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
検
索
性
に

優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、薬
事
本
部
の

情
報
基
盤
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て
、

M
icrosoft

が
2
0
0
6
年
12
月
に
リ
リ
ー
ス
し

た
ば
か
り
のS

hareP
oint

S
erver

2007

の
導
入
を
決
定
し
た
。
ま
た
、ShareP

oint 

S
erver 2007

の
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
検

索
を
利
用
し
て
情
報
活
用
が
で
き
、社
内
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
と
簡
単
に
連
携
で
き
る

S
S
IS

（S
Q
L S
erver 2005 Integration 

S
ervices

）
機
能
を
備
え
たM

icrosoft 

S
Q
L S
erver 2005

を
合
わ
せ
て
選
定
す

る
こ
と
に
し
た
。 

  

　C
ovidien Japan

は
、こ
の
仕
組
み
に
よ

り
次
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。 

①
検
索
機
能
の
搭
載
に
よ
り
、既
存
の
承
認
、

認
証
、届
け
出
等
の
情
報
や
デ
ー
タ
を
即
座

に
入
手
で
き
る
な
ど
、必
要
な
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
。 

②
統
合
さ
れ
一
元
化
さ
れ
た
信
頼
で
き
る
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、情
報
入
手
に
か
け

る
工
数
が
削
減
さ
れ
る
ほ
か
、申
請
書
作
成

時
間
の
短
縮
、各
種
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向

上
と
効
率
化
、製
品
や
製
造
所
に
関
す
る
情

報
の
確
認
お
よ
び
承
認
・
認
証
等
の
業
務
効

率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。 

③
全
社
の
既
存
資
産
を
生
か
し
て
、組
織
・

部
門
間
の
情
報
の
統
合
と
共
有
を
実
現
す

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、迅
速
な
意

思
決
定
を
可
能
に
す
る
。 

   

　
こ
の
申
請
業
務
の
効
率
化
と
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
は
、内
部
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
だ
け
で
な

く
、製
品
の
迅
速
な
市
場
投
入
の
実
現
や
内

部
統
制
の
強
化
な
ど
、今
後
の
事
業
展
開
に

お
け
る
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
。 

　C
ovidien Japan

は
、ま
ず
許
認
可
申
請

に
必
要
な
情
報
の
迅
速
な
把
握
と
管
理
に

よ
る
業
務
効
率
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
そ
し
て
次
段
階
と
し
て
、申
請
に
必
要

な
原
材
料
や
安
全
性
デ
ー
タ
等
の
製
品
や

資
材
に
関
す
る
情
報
を
、社
内
の
各
シ
ス
テ

ム
か
ら
自
動
的
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
格
納
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

さ
ら
に
申
請
業
務
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
シ
ス

テ
ム
化
す
る
な
ど
、今
後
新
し
い
業
務
ス
タ

イ
ル
を
確
立
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
ま
た
、部
門
間
の
情
報
共
有
や
意
思
決

定
支
援
な
ど
に
も
範
囲
を
拡
げ
、全
社
の
情

報
活
用
基
盤
と
し
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。 

 

わが社の一手 I T 戦 略  

 Covidien Japan（コヴィディエン　ジャパン）　情報サービス本部  本部長　中谷 透氏 
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（タイコ ヘルスケア ジャパン株式会社/日本シャーウッド株式会社） 

組
織
・
部
門
間
で
の
情
報
活
用
の
限
界
 

社
内
に
散
在
す
る
 

許
認
可
申
請
情
報
を
 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
一
元
管
理
 

 

期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
効
果
 

 

更
な
る
情
報
管
理
の
高
度
化
と
 

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
全
社
展
開
 

 

今回がインテックさんとの初めてのお付き合いでした。薬事本部での情報活用基盤として当初から考えていた

SharePoint Server 2007を導入するにあたり、その導入経験はもとより、データベース構築スキル、アプリケーシ

ョン開発技術に長けているインテックさんに提案をお願いしたところ、営業・開発一丸となって、薬事本部と情報サー

ビス本部のニーズ理解に努めてくれました。限られた予算内でいかに薬事本部の要望に応えてもらうことができる

のか不安だったのですが、薬事申請という特殊で複雑なドメインを理解した上で、SharePointの良さを最大限に

生かし、短期間でまとめてもらったと思っています。引き続き、薬事Phase2、Phase3と薬事業務の効率化に向け

たシステム開発をお願いしたいと思います。また、全社ポータルサイト構築においても、役員を含めた社内での

情報活用の活性化と共有化に向けて、的確な提案、開発、プロジェクトマネジメントに一層期待したいと思います。 


